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■平成１３年度住宅市場動向調査（住宅性能評価アンケート）結果の概要

１．対象とした評価住宅について

（１） 評価住宅に居住する世帯について

■世帯主の年齢：30代が32.0％を占めている

0 20 40 60 80 100

（ｎ＝712） 
評価住宅 

（％） 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

4.6

13.9

30代（32.0％） 40代（24.3％） 50代（21.9％） 

18.1 12.6 11.7 11.4 10.5 15.9

1.3
50～54歳 ～29歳 

30～34歳 

35～39歳 

40～44歳 

45～49歳 

55～59歳 

60歳以上 

無回答 

※）地域別集計は、地域が不詳の 
　　ものを除く。 

（ｎ＝517） 

（ｎ＝177） 

住宅の 
建て方別 

地域別 

4.4

14.3 17.4 11.8 12.8 11.8 11.0 15.5

1.0

5.6 12.4 21.5 16.4 7.3 9.6 9.6 16.4
1.1

4.1

7.7

12.2 17.9 12.3 11.2 12.3 11.5 17.1

1.3

24.0 19.2 14.4

5.8

14.4

4.8

8.7

1.0

【世帯主の年齢】 

（平均　46.3歳） 

（平均　46.4歳） 

（平均　45.6歳） 

（平均　47.0歳） 

（平均　42.5歳） 

一戸建住宅 

共同住宅等 

三大都市圏 

その他の地域 

■世帯人員：３人以上のファミリー世帯が約３／４を占めている

0 20 40 60 80 100（％） 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人以上 

無回答 
32.0

（平均　3.4人） 

（ｎ＝712） 
評価住宅 

（平均　3.4人） 

（平均　3.5人） 

（平均　3.5人） 

（平均　2.7人） 

19.9 27.4 14.9

1.1

5.8 19.5 26.9 32.7 14.3

0.8

1.1

21.5 27.7 31.6 16.9

1.1

2.8

17.8 27.8 34.2 16.3

1.2

15.4 32.7 25.0 19.2 6.7

1.0

【世帯人員】 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

三大都市圏 
※）地域別集計は、地域が不詳の 
　　ものを除く。 

（ｎ＝517） 

その他の地域 

4.6

（ｎ＝177） 

住宅の 
建て方別 

地域別 

資料２
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0 20 40 60 80 100

【65歳以上の高齢者・要介護者の同居状況】 

（％） 

住んでいる 

住んでいない 17.1 82.9

15.5 84.5

19.8 80.2

18.1 81.9

11.5 88.5

（ｎ＝712） 
評価住宅 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

三大都市圏 
（ｎ＝517） 

その他の地域 
（ｎ＝177） 

住宅の 
建て方別 

地域別 

※１）地域別集計は、地域が不詳の 
　　　ものを除く。 

※２）「住んでいない」に「無回答」 
　　　を含む。 

■高齢者等の同居状況：約２割の世帯に高齢者又は要介護者が同居している

0 20 40 60 80 100

0.6 1.1

【家族構成】 

（％） 

17.3 60.4 8.7

2.11.8
0.4
1.0

4.6

2.1

1.5

夫婦のみの世帯 

夫婦と子供のみの世帯 

夫婦と子供と親のみの世帯 

夫婦と親のみの世帯 

男親又は女親と子供のみの世帯 

兄弟姉妹のみの世帯 

他の親族がいる世帯 

一人の世帯 

その他の世帯 

無回答 

17.2 61.5 8.7
0.6 1.5

0.6 1.0

5.8

1.7
1.4

18.1 59.9 8.5 5.6
2.8 0.0 2.3

1.1

15.3 62.8 9.5

2.3 2.0
0.3 1.22.8

2.1
1.6

28.8 46.2
3.8 1.0

1.0 1.0

0.0

15.4
1.9

1.0

（ｎ＝712） 
評価住宅 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

三大都市圏 
（ｎ＝517） 

その他の地域 
（ｎ＝177） 

住宅の 
建て方別 

地域別 

※）地域別集計は、地域が不詳の 
　　ものを除く。 

■家族構成：核家族（夫婦のみの世帯＋夫婦と子供のみの世帯）が約８割を占めている

【世帯の年収】 

（ｎ＝712） 
評価住宅 

0 20 40 60 80 100（％） 

200万円未満 

200～300万円未満 

300～400万円未満 

400～500万円未満 

500～700万円未満 

700～1,000万円未満 

1,000～1,500万円未満 

1,500～2,000万円未満 

2,000万円以上 

無回答 

2.0
1.02.9

7.0 22.5 31.0 21.1 6.7

3.2
2.5

1.7
1.22.9
6.2 20.1 31.5 24.6 7.7

3.1
1.0

2.8
0.6 3.4
9.6 31.1 31.6 12.4

4.5
3.4

0.6

（ｎ＝177） 

三大都市圏 
（ｎ＝517） 

その他の地域 

地域別 

※）地域別集計は、地域が不詳の 
　　ものを除く。 

■世帯の年収（平成13年）：700～1,000万円の世帯が約３割を占めている
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0 20 40 60 80 100

■住宅の建て方別住宅の形式（現在の住宅） 

注文住宅 

分譲住宅 
（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

（％） 

一戸建住宅 

共同住宅等 

56.9 43.1

1.9

98.1

（346） （262） 

（2） （102） ※（　）は実数 

（２） 評価住宅の取得による居住形態の変化

【住宅の建て方】■現在の住宅は、一戸建住宅が約85％、共同住宅等が約15％となっている

■従前の住宅は、一戸建住宅が約４割、共同住宅等が約６割となっている

【住宅の形式】 ■現在の住宅は、注文住宅、分譲住宅がそれぞれ半数ずつとなっている

■従前の住宅は、持ち家が約45％、借家が約45％で、これらで約９割を占

めている

■一戸建住宅に住んでいる世帯では「持ち家」からの住み替えが多く、共同住宅等に住んでい

る世帯では「借家」からの住み替えが多くなっている

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

 

（ｎ＝712） 
従前の住宅 

■居住形態の変化 

【住宅の建て方】 

【住宅の形式】 

（％） 

現在の住宅 
（ｎ＝712） 

（ｎ＝712） 
従前の住宅 

現在の住宅 
（ｎ＝712） 

一戸建住宅 

共同住宅等 

無回答 

42.8 55.8

1.4

85.4 14.6

（％） 

持ち家 
借家 
親その他の親族の家 
下宿・間借り又は住み込み 
その他 
無回答 

注文住宅 

分譲住宅 

43.5 44.5 7.0

0.7 2.5

1.7

48.9 51.1

《従前の住宅の形式》 

《現在の住宅の形式》 

0 20 40 60 80 100

持ち家 

借家 

親その他の親族の家 

下宿・間借り又は住み込み 

その他 

無回答 

■現在の居住形態別・従前の住宅の形式 

一戸建住宅 

共同住宅等 

注文住宅 

分譲住宅 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝346） 

（ｎ＝262） 

（％） 

46.9 41.4 7.1

0.8 2.1

1.6

52.3 35.5 8.4
0.6
1.4

1.7

39.7 49.2 5.3

1.1
3.1

1.5

（ｎ＝104） 
24.0 62.5 6.7 4.8

1.90.0
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0 20 40 60 80 100（％） 

～2,500万円 
～3,000万円 

～2,000万円 

※）年収の「無回答」は 
　　掲載していない。 

～4,000万円 
～5,000万円 

～3,500万円 

6,000万円超 
無回答 

～6,000万円 

0.0

1.5 1.5 1.5

～500万円未満 
（ｎ＝49） 

14.3 34.7 18.4 12.2 12.2

2.0
2.0

4.1

2.0

（平均　2,773.5万円）

500～700万円未満 
（ｎ＝68） 

27.9 29.4 20.6 11.8 5.9

0.0

（平均　2,617.9万円）

700～1,000万円未満 
（ｎ＝98） 

10.2 27.6 27.6 16.3 7.1 8.2

1.0 0.0

0.0
（平均　2,856.0万円）

1,000～1,500万円未満 
（ｎ＝79） 

16.5 27.8 17.7 19.0 13.9

1.33.8

0.0

0.0
（平均　3,241.7万円）

1,500万円以上 
（ｎ＝44） 

9.1 18.2 18.2 18.2 18.2 13.6

2.32.3

（平均　4,188.7万円）

■世帯の年収別・注文住宅の建築費 

（４） 取得した評価住宅の価格

① 注文住宅の建築費

■注文住宅の建築費は、平均3,058.7万円であり、3,000万円までの住宅で約６割を占めている

■三大都市圏とその他の地域における注文住宅の建築費は、ともに約3,100万円となっている

■世帯の年収にほぼ比例して、注文住宅の建築費が高くなる傾向にある

0 20 40 60 80 100

三大都市圏 
（ｎ＝241） 

全　国 
（ｎ＝348） 

その他の地域 
（ｎ＝  98） 

（％） 

12.0 20.3

32.7 18.4 12.2 11.2 12.29.1

25.7 16.6 12.0 6.6

1.7

1.0 2.0

2.5

1.0

2.5

（平均　3,070.7万円）

（平均　3,052.4万円）

■注文住宅の建築費 

11.5 23.6 23.3 15.8 11.8 8.0

1.4
2.0
2.6

（平均　3,058.7万円）

※）地域別集計は、地域が不詳のものを除く。 

地域別 

（３） 評価住宅への入居時期

■平成13年10～12月にかけて入居された住宅（入居３ヶ月以上６ヶ月未満）が多くなっている

0 20 40 60 80 100

（ｎ＝712） 

■評価住宅への入居時期 

全　国 

（ｎ＝517） 

（ｎ＝177） 

（％） 

三大都市圏 

その他 

15.7

15.7

46.2 21.2

22.847.6

14.0

11.8

39.0 17.5 22.0

1.8

1.4

3.4

1.0

0.8

1.116.9 ～平成13年3月　   
（入居１年以上） 

平成13年  4～  6月 
（入居９ヶ月以上１年未満） 

平成13年  7～  9月 
（入居６ヶ月以上９ヶ月未満） 

平成13年10～12月 
（入居３ヶ月以上６ヶ月未満） 

平成14年  1月～ 
（入居３ヶ月未満） 

無回答 

※）地域別集計は、地域が不詳の 
　　ものを除く。 
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0 20 40 60 80 100

（ｎ＝364） 

（％） 

購入価格のうち、 
建物のみの価格 

0.5
3.8

6.6 12.9 15.1 31.3 13.7 9.3 6.6

27.510.4 13.2 4.4

0.5
0.8
0.5 0.0

42.6

■分譲住宅の購入価格 

評価住宅の 
購入価格 （平均　4,367.8万円）

（平均　2,437.2万円）

② 分譲住宅の購入価格

■分譲住宅の購入価格は、平均4,367.8万円であり、3,000～6,000万円までの住宅で約７割

を占めている

■分譲住宅の購入価格のうち建物のみの価格は、平均2,437.2万円であり、3,000万円までの

住宅で約半数を占めている

■三大都市圏における分譲住宅の購入価格は約4,600万円、その他の地域は約3,600万円と

なっている

■世帯の年収にほぼ比例して、分譲住宅の購入価格が高くなる傾向にある

0 20 40 60 80 100

（ｎ＝  43） 

（ｎ＝  92） 

（ｎ＝123） 

（ｎ＝  71） 

（ｎ＝  27） 

～500万円未満 

500～700万円未満 

700～1,000万円未満 

1,000万円～1,500万円未満 

1,500万円以上 

4.7 7.011.6 18.6 18.6 25.6

0.00.0

0.0

2.2

8.7 12.0 16.3 16.3 33.7

3.3 2.2

14.0

5.4

0.0

1.6

4.9 8.1 17.9 17.139.8

4.1

6.5
2.82.8

12.7 5.6 23.9 21.1 22.5 8.5

0.0 0.00.0
29.625.918.511.114.8

0.0

（平均　3,819.4万円） 

（平均　3,727.9万円） 

（平均　4,480.6万円） 

（平均　4,928.1万円） 

（平均　5,396.9万円） 

（％） 

■世帯の年収別・分譲住宅の購入価格 

～2,500万円 
～3,000万円 

～2,000万円 

※）年収の「無回答」は 
　　掲載していない。 

～4,000万円 
～5,000万円 

～3,500万円 

6,000万円超 
無回答 

～6,000万円 

0 20 40 60 80 100

【地域別分譲住宅の購入価格】 

三大都市圏 
（ｎ＝276） 

その他の地域 
（ｎ＝  79） 

（％） 

5.8 10.1 10.9

10.1 21.5 27.8 29.1

32.2 17.4 12.4 7.6

0.0 3.8

3.6

0.0

0.0

5.1
2.6

（平均　4,607.6万円）

（平均　3,582.6万円）

※）地域別集計は、地域が 
　　不詳のものを除く。 

地域別 
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（５） 評価住宅を取得する際の資金調達先

■評価住宅を取得する際の資金調達先は、自己資金が最も多くなっているが、住宅金融公庫融

資や民間金融機関ローンと併用されていることがうかがえる

■現在の住宅を取得する際の資金調達先 

（％） 0 20 40 60 80 100

《マルチアンサー》 

自己資金 

親族、知人 

勤務先及びその組合の融資 

民間金融機関ローン 

住宅金融公庫融資 

地方公共団体融資 

年金還元融資 

その他 

90.2

13.8

16.0

37.4

48.6

2.8

2.2

1.3

（ｎ＝712） 
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２．住宅性能評価書等の保持状況について

■約８割の居住者が、設計住宅性能評価書、建設住宅性能評価書を手元に持っている

■分譲住宅に比べて注文住宅に居住する世帯の方が、性能評価書を手元に持っている割合が高

くなっている

■約５割の居住者が、紛争処理手続き案内等の資料を評価機関等から受け取っている

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

72.8

無回答 
（ｎ＝712） 

■現在の住宅の形式別住宅性能評価書の保持状況 

（％） 

（ｎ＝712） 

持っている 

持っていない 16.777.8 5.5

79.2 15.7 5.1

（％） 

83.0 12.6

4.3

20.6 6.6

 

総　数 

総　数 

注文住宅 

注文住宅 

分譲住宅 

分譲住宅 

（ｎ＝348） 

（ｎ＝364） 

（ｎ＝348） 

（ｎ＝364） 

81.3 13.5 5.2

17.977.2

4.9

【設計住宅性能評価書】 

【建設住宅性能評価書】 

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

【住宅紛争処理支援センターからのご案内】 

（％） 
【指定紛争処理機関のご案内】 

（％） 

無回答 

受け取った 

受け取っていない 

■現在の住宅の形式別紛争処理手続き案内等資料の授受状況 

53.7

53.4

41.7

40.3

4.6

6.3

53.2 43.1
3.7

54.1 40.4 5.5

53.2 41.4 5.5

53.6 39.3 7.1

（ｎ＝712） 

（ｎ＝712） 

総　数 

総　数 

注文住宅 

注文住宅 

分譲住宅 

分譲住宅 

（ｎ＝348） 

（ｎ＝364） 

（ｎ＝348） 

（ｎ＝364） 
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0 20 40 60 80 100

2.9 2.9

4.9

0 20 40 60 80 100

■現在の住宅の建て方・形式別／住宅性能評価料金の認知度 

【現在の住宅の建て方別】 

（ｎ＝608） 

共同住宅等 

一戸建住宅 

（ｎ＝104） 

31.7 64.0
4.3

1.9

93.3
4.8

5.8

（ｎ＝608） 

共同住宅等 

一戸建住宅 

（ｎ＝104） 

（％） 

（ｎ＝608） 

共同住宅等 

一戸建住宅 

（ｎ＝104） 

31.9 62.3

1.0

94.2

4.8

《設計評価の料金》 

《建設評価の料金》 

《設計評価・建設評価 
　の合計料金》 

53.042.1

94.2 12.4
3.3

6.0

11.0 86.0

3.0

8.3

11.0

3.0

5.7

44.5 49.7
（ｎ＝348） 

分譲住宅 

注文住宅 

（ｎ＝364） 

（ｎ＝348） 

分譲住宅 

注文住宅 

（ｎ＝364） 

（％） 

（ｎ＝348） 

分譲住宅 

注文住宅 

（ｎ＝364） 

【現在の住宅の形式別】 

86.0

44.5 47.1

84.3

32.561.5

無回答 知っている 知らない 

 

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

知っている 

無回答 

知らない 

■住宅性能評価料金の認知度及び評価料金に対する評価 

【住宅性能評価料金の認知度】 

【住宅性能評価料金を知っている方の住宅性能評価料金に対する評価】 

高い 

適当 

安い 

無回答 

 

設計評価の料金 
（ｎ＝712） 

建設評価の料金 
（ｎ＝712） 

設計評価・建設評価 
の合計料金 
 （ｎ＝712） 

（％） 

27.4

（195） 

※（　）は実数 

（195） 

（259） 

27.4

68.3

4.4

67.0 5.6

36.4 59.0

4.6

（％） 

（ｎ＝195） 

（ｎ＝195） 

（ｎ＝259） 

34.4 60.5

1.5 3.6

40.0 54.9

2.6

44.0 51.7

2.3 1.9

2.6

設計評価の料金 

建設評価の料金 

設計評価・建設評価 
の合計料金 
 

３．住宅性能表示制度の認知状況等について

（１） 住宅性能評価料金の認知度及び性能評価料金に対する評価

■設計評価、建設評価それぞれの料金を知っている居住者は約３割であり、設計評価・建設評

価の合計料金を知っている居住者は約４割となっている

■共同住宅等、あるいは分譲住宅に居住する世帯で、性能評価料金の認知度が低くなっている

■約５～６割の居住者が、性能評価料金を「適当」と感じている
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26.3
26.3

11.0

30.9

5.6

21.4

17.4

4.2

5.2

10.4

29.5

4.6

20.7

58.8

17.7

4.6

5.3

24.5

12.6

32.2

8.4

22.4

61.5

16.8

2.8

4.9

※三大都市圏とは、埼玉県、千葉県、東京都、 
　神奈川県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、 
　滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、 
　和歌山県（計14都府県）である。 
　なお、地域が不明のものがあるため、三大都 
　市圏とその他の地域の合計は、全国値に一致 
　しない。 

0 20 40 60 80

（ｎ＝593） 

（ｎ＝434） 

（ｎ＝143） 

■住宅性能表示制度を知るとき役に立った媒体 

（％） 

《マルチアンサー》 

（ｎ：住宅性能表示制度を知っている者） 

新聞 

テレビ 

住宅情報誌・一般雑誌等 

インターネット 

パンフレット 

住宅供給者 

住宅展示場 

知人等 

その他 

公的機関発行 
のもの 

住宅供給者発行 
のもの 

その他 

（パンフレットの内訳） 《マルチアンサー》 

全国 

三大都市圏 

その他の地域 

58.9

（％） 0 40 80

29.9

63.8

6.3

26.7

4.4

66.7

40.6

56.3

9.4

26.1 49.5 22.0

2.5

65.8 25.6

4.9
3.7

26.9 63.5 9.6

48.7  33.4 14.3

3.6

0.0

0 20 40 60 80 100（％） 

0 20 40 60 80 100

（ｎ＝608） 

共同住宅等 

一戸建住宅 

（ｎ＝712） 
総　数 

（ｎ＝104） 

【現在の住宅の建て方別】 

（ｎ＝348） 

分譲住宅 

注文住宅 

（ｎ＝364） 

【現在の住宅の形式別】 

無回答 

内容もだいたい知っている 

■住宅性能表示制度の認知度 

（％） 

名前くらいは知っている 

まったく知らない 
45.5 37.8 13.6

3.1
知っている〈83.3％（593）〉 

知っている〈82.1％〉 

知っている〈90.4％〉 

知っている〈91.4％〉 

知っている〈75.6％〉 

（324） （269） （97） 

（22） 

※）（　　）内は実数 

（２） 住宅性能表示制度の認知度と制度を知った媒体

■約８割の居住者が、住宅性能表示制度を知っている（内容もだいたい知っていると答えた居

住者は４割を超える）

■一戸建住宅に居住する世帯の約半数、注文住宅に居住する世帯の約７割が制度の内容をだい

たい知っている

■住宅性能表示制度を知るときに役に立った媒体は、多い順に「住宅供給者」「住宅情報誌・

一般雑誌等」「新聞」となっている

■公的機関発行のパンフレットに比べて、住宅供給者発行のパンフレットが活用されている割

合が高くなっている



－10－

0 20 40 60 80 100

84.0

92.1

88.0

73.8

81.8

64.8
42.9

56.0
46.9

34.0
26.2

79.6

56.3

51.3

30.7

77.7

84.0

45.7

54.3

28.7

（ｎ：住宅性能表示制度を知っている者） 

【認識度】 【魅力度】 

■現在の住宅の建て方・形式別／住宅性能表示制度を活用した住宅のメリットの認識度・魅力度 

（％） 

住宅の性能が、住宅性能評価書により明確に 
示され、相互に比較できること 
 

住宅供給者との紛争が発生した場合、安価で 
迅速な紛争処理が受けられること 

資産価値への反映が期待できること 

民間住宅ローンの金利や地震保険の保険料 
などで優遇措置が用意されていること 

第三者機関による評価を受けているので安心 
できること 

《マルチアンサー》 

注文住宅 

分譲住宅 

（ｎ＝318） 

（ｎ＝275） 

一戸建住宅 
《住宅の建て方》 《住宅の形式》 

共同住宅等 

（ｎ＝499） 

（ｎ＝  94） 

0 20 40 60 80 100

44.7
40.4

76.7
66.2

57.5
54.2

38.4
51.3

29.9
39.6

43.1

73.7

57.7

42.9

34.5

40.4

61.7

46.8

52.1

34.0

（％） 

《マルチアンサー》 

79.3

87.4

54.6

51.8

30.4

42.7

71.8

56.0

44.4

34.4

（ｎ＝593：住宅性能表示制度を知っている者） 

■住宅性能表示制度を活用した住宅のメリットの認識度・魅力度 

（％） 

住宅の性能が、住宅性能評価書により明確に 
示され、相互に比較できること 
 

住宅供給者との紛争が発生した場合、安価で 
迅速な紛争処理が受けられること 

資産価値への反映が期待できること 

民間住宅ローンの金利や地震保険の保険料 
などで優遇措置が用意されていること 

0 20 40 60 80 100

第三者機関による評価を受けているので安心 
できること 

《マルチアンサー》 
知っている 
（認識度） 

魅力を感じる 
（魅力度） 

（３） 住宅性能表示制度を活用した住宅のメリットの認識度・魅力度

■約７～８割の居住者が、評価内容の信頼性が高いこと、住宅の性能が相互比較できることを

住宅性能表示制度のメリットとして認識している

■一般に、住宅性能表示制度のメリットに魅力を感じる居住者の割合は、メリットを認識して

いる居住者の割合に比べて低くなっている

■共同住宅等、分譲住宅に居住する世帯では、資産価値への反映が期待できることに対する魅

力度が高くなっている
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（４） 分譲住宅居住者の住宅性能表示制度に対する認識・販売員等から受けた説明内容

■住宅性能表示制度を知っている分譲住宅居住者の約７割が、現在居住している住宅が評価住

宅であることを認識している

■現在居住している住宅が評価住宅であることを知っていた分譲住宅居住者のうち、約９割の

者が販売員等から住宅性能評価に関する説明を受けている

■販売員等からの説明内容としては、「第三者機関による評価を受けていること」「住宅の性能

が、住宅性能評価書により明確に示され、相互に比較できること」が多くなっている

0 20 40 60 80 100

（ｎ＝275） 

■住宅性能表示制度の認知度別・現在の住宅が評価住宅であることの認知度 
（分譲住宅居住者のみ） 

評価住宅であることを 
知っていた 

評価住宅であることを 
知らなかった 

分譲住宅居住世帯のうち、住宅 
性能表示制度を知っている世帯 

住宅性能表示制度について、 
内容もだいたい知っている 

（ｎ＝95） 

住宅性能表示制度について、 
名前くらいは知っている 

（ｎ＝180） 

（％） 

 

無回答 

68.7 27.3

4.0

77.9 16.8 5.3

63.9 32.8

3.3

（189） （75） （11） 

※（　）は実数 

説明を受けた 

0 20 40 60 80 100

無回答 

■現在の住宅が評価住宅であることを知っていた分譲住宅居住者の 
　住宅供給者の販売員等からの説明の有無とその説明内容 

（％） 

説明を受けていない 

79.8

87.5

34.5

24.4

3.6

住宅の性能が、住宅性能評価書により明 
確に示され、相互に比較できること 
 
 
 
第三者機関による評価を受けていること 

住宅供給者との紛争が発生した場合、安 
価で迅速な紛争処理が受けられること 

その他 

民間住宅ローンの金利や地震保険などの 
優遇措置が用意されていること 

88.9 11.1販売員等からの説明の有無 

説明を受けた 

0 20 40 60 80 100（％） 

【説明を受けた内容】 《マルチアンサー》 

（ｎ＝189） 

（168） （21） 

※（　）は実数 

（ｎ＝168：現在の住宅が評価住宅であることを知っていた 
　　　　　  分譲住宅居住者のうち、販売員等から説明を受けた者） 
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0 50 100 0 50 100 0 50 100

①構造の安定に関すること 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

一戸建住宅 

共同住宅等 
無回答 

重視した 
＋やや重視した 

あまり重視しなかった 
＋全く重視しなかった 

（％） 

95.4

95.2

②火災時の安全に関すること 

■現在の住宅の建て方別／ 
　現在の住宅を建築又は購入した際の性能表示項目の重視度 

78.3

（％） 

79.8

③劣化の軽減に関すること 

79.3

（％） 

78.8

0 20 40 60 80 100

16.7

①構造の安定に関すること

②火災時の安全に関すること

③劣化の軽減に関すること

④維持管理への配慮に関する
　こと

⑤温熱環境に関すること

⑥空気環境に関すること

⑦光・視環境に関すること

⑧音環境に関すること

⑨高齢者等への配慮に関する
　こと

（％） 

無回答 

※〈ゴシック体〉は、重視度 
　（重視した＋やや重視した 
　の合計値）を表す。 

■現在の住宅を建築又は購入した際の性能表示項目の重視度 

重視した 

やや重視した 

あまり重視しなかった 

全く重視しなかった 

（ｎ＝712） 

76.0 19.4

2.8 1.3

0.6

38.2

38.2

40.3 18.1

2.4
1.0

2.5

1.5

27.4 36.9 30.8

3.7

1.3

33.1 42.1 20.5

2.8

1.4

45.4 35.3 16.3

2.0

1.1

39.2 36.9 20.1

2.5

1.3

36.0 38.2 21.3

3.4

1.1

28.7 39.3 28.4
2.8

0.8
〈68.0〉 

〈74.2〉 

〈76.1〉 

〈80.7〉 

〈75.2〉 

〈64.3〉 

〈79.2〉 

〈78.5〉 

〈95.4〉 

41.0

４．住宅取得時の性能項目等の重視度・現在の住宅の満足度等について

（１） 現在の住宅を取得した際の性能項目等の重視度

① 性能表示項目の重視度

■ほとんどの性能表示項目について、約７～８割の居住者が、現在の住宅の建築又は購入時に

重視した項目としている

■重視度が最も高い項目は「①構造の安定に関すること」であり、逆に、最も低い項目は「④

維持管理への配慮に関すること」となっている

■性能表示項目に対する重視度が８割を超えている項目は、一戸建住宅では、「①構造の安定

に関すること」、「⑥空気環境に関すること」、共同住宅等では、「①構造の安定に関するこ

と」、「⑧音環境に関すること」、「⑦光・視環境に関すること」となっている
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② 性能表示項目以外に重視したいと思った性能項目

■ほとんどの居住者が、現制度の性能表示項目以外に重要視したいと思った性能項目があった

と答えている

■重要視したいと思った性能項目は、多い順に「日当たりの良さ」「収納量」「防犯性」「風通

しの良さ」となっている

0 20 40 60 80 100

無回答 

■現制度の性能表示項目以外に重要視したいと思った性能項目 

（％） 

ある 

特にない 

97.2

1.5

1.3

【重要視したいと思った性能項目】 

《マルチアンサー》 

（ｎ＝712） 

（692） （11） 

（9） 

※（　）は実数 
（ｎ＝：現制度の性能表示項目以外に 
　　　　重要視したいと思った性能項 
　　　　目がある者） 

（ｎ＝692） 総数 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（ｎ＝590） 

（ｎ＝102） 

防犯性 

住宅設備の 
省エネルギー性 

振動の 
伝わりにくさ 

給排水の騒音の 
伝わりにくさ 

収納量 

インターネット環境 

風通しの良さ 

日当たりの良さ 

その他 

0 20 40 60 80（％） 

62.6

38.7

21.0

16.2

63.2

31.1

53.5

78.0

6.8

59.7

42.7

21.2

14.4

64.1

29.7

53.9

77.8

7.1

79.4

15.7

19.6

26.5

57.8

39.2

51.0

79.4

4.9

0 50 100 0 50 100 0 50 100

0 50 100 0 50 100 0 50 100

75.4

80.8

71.7

88.5

70.7

51.9

無回答 

重視した 
＋やや重視した 

あまり重視しなかった 
＋全く重視しなかった 

④維持管理への配慮に関すること 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（％） 

⑤温熱環境に関すること 

（％） 

⑥空気環境に関すること 

（％） 

64.2

65.4

77.8

60.6

80.7

79.8

⑦光・視環境に関すること 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（％） 

⑧音環境に関すること 

（％） 

⑨高齢者等への配慮に関すること 

（％） 

③ 住宅取得時に重視した項目

■「住宅の性能」に比べて、住宅取得時に重視した項目は、多い順に「住宅の広さ・間取りプラ

ン」「価格」「住宅供給者の信頼性」「住宅周辺の環境・景観」「生活の利便性」となっている
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0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

（％） 

満足している 

まあ満足している 

多少不満がある 

非常に不満がある 

わからない 

無回答 

■現在の住宅に対する満足度 

45.1 41.6
3.4 0.6

8.4 1.0

25.1 49.3 9.0

1.4

14.3 0.8

23.3 48.7 8.1
1.4

17.1
1.3

20.5 51.8 12.6 12.1
1.3 1.7

27.4 46.9 14.7
2.1

7.6
1.3

35.7 48.6 5.8
0.6

8.4
1.0

35.5 47.1 12.1

2.1 2.2
1.0

24.6 42.4 22.8 7.0

2.4

0.8

27.4 52.5 9.0

2.0

8.1 1.0

23.2 64.3 7.7

1.0 3.8

（ｎ＝712） 

30.6 59.0 7.7

1.0

1.7

（％） （ｎ＝712） 

〈87.5〉 

〈86.7〉 

〈74.4〉 

〈72.0〉 

〈72.3〉 

〈74.3〉 

〈84.3〉 

〈82.6〉 

〈67.0〉 

〈79.9〉 

〈89.6〉 

①構造の安定に関すること

②火災時の安全に関すること

③劣化の軽減に関すること

④維持管理への配慮に関する
　こと

⑤温熱環境に関すること

⑥空気環境に関すること

⑦光・視環境に関すること

⑧音環境に関すること

⑨高齢者等への配慮に関する
　こと

●９つの性能表示項目の総合評価

●現在の住宅に対する総合評価

※〈ゴシック体〉は、満足度 
　（満足している＋まあ満足 
　しているの合計値）を表す。 

（２） 現在の住宅に対する満足度

■９つの性能表示項目の総合評価について、約１／４の居住者が「満足している」と答え、「ま

あ満足している」とあわせると、約９割の居住者が現在の住宅の性能表示項目に満足感を抱

いている

■ほとんどの性能表示項目について、約７～８割の居住者が、現在の住宅の性能表示項目に満

足感を抱いている

■現在の住宅に対する総合評価は、９つの性能表示項目に対する満足度よりも高くなっている

■現在の住宅を建築又は購入した際の重視項目 《マルチアンサー》 

 

（ｎ＝712） 

価格 

住宅の広さ・間取りプラン 

住宅の性能 
性能表示制度に関する項目 

住宅設備の仕様 

住宅性能表示制度の活用 

生活の利便性 

住宅周辺の環境・景観 

住宅供給者の信頼性 

住宅供給者のアフターサービス 

その他 

無回答 

0 20 6040 80（％） 

48.2

57.0

35.5

7.7

8.8

38.8

39.0

40.6

10.8

2.4

1.0
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0 50 100 0 50 100 0 50 100

0 50 100 0 50 100 0 50 100

0 50 100 0 50 100

0 50 100 0 50 100 0 50 100

86.9

85.5

73.2

81.7

73.5

63.4

73.2

67.3

75.6

66.3

83.9

86.5

83.3

77.9

69.6

52.0

81.7

69.2

88.5

81.8

90.5

84.6

①構造の安定に関すること 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

一戸建住宅 

共同住宅等 

わからない 無回答 

満足している＋まあ満足している 

多少不満がある＋非常に不満がある 

（％） 

②火災時の安全に関すること 

■現在の住宅の建て方別／現在の住宅に対する満足度 

（％） 

③劣化の軽減に関すること 

（％） 

④維持管理への配慮に関すること 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（％） 

⑤温熱環境に関すること 

（％） 

⑥空気環境に関すること 

（％） 

●９つの性能表示項目の総合評価 

●９つの性能表示項目別の評価 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（％） 

●現在の住宅に対する総合評価 

（％） 

⑦光・視環境に関すること 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（％） 

⑧音環境に関すること 

（％） 

⑨高齢者等への配慮に関すること 

（％） 

0 20 40 60 80 100
（ｎ＝712） 

■室内化学物質濃度の測定有無・今後の測定意向 

（％） 

すでに測定してもらって 
いる 

費用が自己負担になっても、 
測定したいと思う 

費用が自己負担であれば、 
測定しなくてもよい 

無回答 

21.5

測定済 

〈21.5％〉 

16.6

（ｎ＝538） 

59.0

21.9

《未測定と答えた者の今後の測定意向》 

78.1

2.9 未
測
定 

未測定 

〈75.6％〉 

（３） 室内化学物質濃度の測定意向

■室内化学物質濃度の測定を行っていない世帯のうち、約２割の世帯が自己負担でも測定した

いとしている
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（２） 入居後の初期不良（不具合）の発生状況

■入居後、初期不良（不具合）が発生した住宅は、約４割となっている

■不具合の約７割が、入居後３ヶ月未満の時期に発生している

■不具合が発生した部位は、多い順に「開口部・建具」「床」「設備機器」となっている

■不具合の内容は、多い順に「はがれ・外れ」「隙間」「床鳴り」となっている

0 20 40 60 80 100

（ｎ＝712） 

■初期不良（不具合）の発生状況 

評価住宅 不具合があった 

不具合はない 

（％） 

60.739.3

一戸建住宅 

共同住宅等 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

60.939.1

59.640.4

５．住宅に起因するけが・初期不良（不具合）の発生状況について

（１） 住宅に起因するけが・病気等の発生状況

■入居後、住宅に起因するけがや病気等が発生した住宅は、１割に満たない

■けがや病気等の内容では、階段での滑り等による転倒・転落が最も多くなっている

 

0 20 40 60 80 100

0 20 60 8040 100

無回答 

■現在の住宅の建て方別／住宅に起因するけが・病気等の有無とその内容 

（％） 

 

特にない 

住宅に起因するけが・病気等があった （56） 

（51） 

（5） 

総　数 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（ｎ＝712） 

（ｎ＝608） 

（ｎ＝104） 

7.9

8.4

4.8

90.3

1.8

90.0

1.6

92.3

2.9

5.4
5.9

58.9
62.7

20.0
12.5
13.7

1.8
2.0

30.4
25.5

80.0

（％） 

0.0

0.0

0.0

【住宅に起因するけが・病気等の内容】 《マルチアンサー》 

（ｎ＝：住宅に起因するけが・病気等 
　　　　があった世帯） 

（ｎ＝56） 総数 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（ｎ＝51） 

（ｎ＝  5） 

※）（　　）は実数 

床の段差により転倒した 

浴室で転倒した 

階段での滑り等により転倒・ 
転落した 

シックハウス症候群と診断 
された 

その他 

けが 

病気 
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0 20 40 60 80 100 120

■主な不具合の部位別不具合の内容 

ひび割れ 

※）（　　）は、各部位別不具合 
　　件数に占める割合 
　　（主なもののみを表記） 

雨漏り 

漏水 

傾斜 

隙間 

床鳴り 

カビ 

排水不良 

虫害 

その他 

はがれ・ 
外れ 
 

42件 

75件 

107件 

48件 

54件 

24件 

《不具合の部位》 
《不具合の内容》 

内壁 

床 

開口部・建具 

排水配管 

設備機器 

その他 

（件） 

（34.6） 

（66.7） 

（33.3） 

（47.6） 

（22.9） 

（16.7） 

（13.0） 

（22.4） 

0 20 40 60 80 100

【  部　位  】 

（％） 

基礎 

外壁 

内壁 

屋根 

開口部・ 
建具 

排水配管 

設備機器 

その他 
床 

部  

位 

不具合件数 

一戸建住宅 

共同住宅等 

3.9 3.9

11.1

2.4

18.9 27.4 11.9 14.8 5.8

4.3 2.6
10.0

2.9

0.0

18.9 28.9 12.3 13.8 6.3

1.6

18.8 18.8 20.317.210.9 9.4

3.1

（ｎ＝413） 

（ｎ＝349） 

（ｎ＝64） 

0 20 40 60 80 100

【  内　容  】 
不具合件数 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（ｎ＝397） 

（ｎ＝338） 

（ｎ＝59） 

（％） 

内  

容 

5.3

10.3 13.9 16.6

8.9

2.5

5.5

3.5

13.4

1.0

5.0

1.5

26.7

2.7 3.0

14.2 16.0 13.3

0.6

4.7

1.8

0.0

29.6

18.6 11.9 20.3 13.6 6.86.8 6.8 10.2

1.7 3.4

ひび割れ 

雨漏り 

漏水 

傾斜 

隙間 

床鳴り 

カビ 

排水不良 

虫害 

その他 

はがれ・ 
外れ 
 

0 20 40 60 80 100

■初期不良（不具合）の発生時期・部位・内容 

（％） 

不具合件数 

一戸建住宅 

共同住宅等 

（ｎ＝404） 

（ｎ＝342） 

（ｎ＝62） 

入居後３ヶ月未満 

入居後３ヶ月以上６ヶ月未満 

入居後６ヶ月以上９ヶ月未満 

入居後９ヶ月以上１年未満 

入居後１年以上 

発
生
時
期 

0.7
0.067.1 22.8 9.4

0.9
0.064.3 23.7 11.1

0.0
0.082.3 17.7

【発生時期】 

本文及び図中の構成比に関する数字は、小数点以下第２位を四捨五入して、小数点
以下第１位までを有効数字として表章した。

したがって、構成比の合計数字が100％とならない場合がある。

【注記】


